
令和５年度 第１回社会教育委員会議 

 

日  時：令和５年６月１５日（木） 

                          午後２時～ 

場  所：山形市役所 ７０１ＡＢ会議室 

 

 

次   第 

 

１  開  会                                
 
２ 委嘱状交付 
 
３ 教育長あいさつ                           
 
４ 自己紹介 
 
５ 代表委員・副代表委員の選出について 
 
６ 協  議 
 （１）山形市少年自然の家運営協議会委員の推薦について    資料１               

 
７ 報  告  
（１）令和５年「山形市二十歳の祝賀式」の実施状況について  資料２ 

（２）令和４年度社会教育事業の実施状況について      資料３－１  

資料３－２ 

（３）令和５年度の社会教育事業の計画について        資料４ 

 
８ そ の 他 
（１）第１４回山形県社会教育研究大会について        資料５  
（２）山形市子ども会育成連合会の会報について               

 
９ 閉  会                               
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奥山　竜士 山形青年会議所　監事

加藤　隼人
東北文教大学
人間科学部　子ども教育学科　准教授

佐藤 朋子
山形市中学校長会
金井中学校 校長

渋間　淳一 羽陽学園短期大学附属　鈴川幼稚園　園長

鈴木　善太郎 山形市議会議員

髙橋　あゆみ 山形市ＰＴＡ連合会　母親委員会　委員長

新関　徳次郎 山形ふれあいマーケット　会長

星野　みち子 山形市食生活改善推進協議会　会長

丸山　一裕
山形市小学校長会　生徒指導部長
山形市立第八小学校　校長

山口　由美 山形市芸術文化協会　会員

吉野　利明 山形市元木公民館　館長

渡辺　元 山形市議会議員

金沢　智也 教育長

高橋　一実 教育部長

小関　仁美 少年自然の家所長

阿部　宏 図書館長

佐藤　哲也 社会教育青少年課長

青木　秀貴 社会教育青少年課　課長補佐

佐藤　由美子 社会教育青少年課　課長補佐（兼）青少年係長

竹田　由美子 社会教育青少年課　庶務係長

大木　由紀子 社会教育青少年課　社会教育係長

小林　星太 社会教育青少年課　指導主事・社会教育主事

平田　詳 社会教育青少年課　指導主事

小林　さくら 社会教育青少年課　主任

志田　耕士朗 社会教育青少年課　主事

佐藤　昌宏 社会教育青少年課　協働活動員

氏    名

　　【山形市教育委員会】

令和５年度　山形市社会教育委員名簿(五十音順・敬称略)
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資料１



山形市少年自然の家条例（昭和 54 年３月 24 日条例第３号）～抜粋～ 

 

（目的） 

第１条 この条例は，地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律

第 162 号）第 30 条の規定に基づき，豊かな自然環境の中で体験学習及び余暇活

動等を行う施設の設置，管理及び使用等について必要な事項を定め，もつて心身

ともに健全な少年を育成するとともに，生涯学習の推進に資することを目的とす

る。 

（運営協議会） 

第 12 条 少年自然の家の適正かつ円滑な運営を図るため，少年自然の家に，山

形市少年自然の家運営協議会（以下「協議会」という。）を置く。 

２ 協議会は，委員 10 人以内をもつて組織する。 

３ 委員の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，補欠委員の任期は，前

任者の残任期間とする。 

 

 

山形市少年自然の家条例施行規則（昭和 54 年４月１日教育委員会規則第６号） ～抜粋～ 

 

（運営協議会の組織） 

第 15 条 条例第 12 条の規定による山形市少年自然の家運営協議会（以下「協議

会」という。）の委員は，次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する。 

(１) 小・中学校長 

(２) 社会教育関係少年団体の役員 

(３) 社会教育委員 

(４) 知識経験を有する者 
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令和５年「山形市二十歳の祝賀式」の実施状況について 
 
１ 開催日時等 

 

令和５年５月４日（木：祝） 山形国際交流プラザ 

 

部 式典時間 参加エリア 該当中学校（卒業中学校） 

午前の部 11:00～11:30 北エリア 第二中、第三中、第四中、第五中、第七中、 

金井中、高楯中、山寺中、山形養護 

午後の部 

 

14:00～14:30 南エリア 第一中、第六中、第八中、第九中、第十中、 

蔵王第一中、蔵王第二中、山大附属中、山形聾、

山大附属特別支援、村山特別支援 

 

２ 令和５年の参加状況 

二十歳の方 事前登録者：１，９６６名  当日参加者 ：１，８７３名  

令和５年度案内者 
２,５２４名 

※R5.1.26 現在住基 

午前の部  ：    ９９２名 5/2 午前の部 ：     ９５３名 5/4 

午後の部  ：    ９７４名 5/2 午後の部 ：      ９２０名 5/4 

ご家族の方 事前登録者：  ２７２名  当日参加者 ：  ２５４名  

 午前の部  ：    １４５名 5 午前の部 ：     １２８名 5/4 

午後の部  ：    １２７名 5/ 午後の部 ：      １２６名 5/4 

※ 市外の中学校を卒業した場合は、現住所地での該当エリアで参加 

 

【参考】昨年度（令和４年）の参加状況 

対象者 事前登録者：１,８７３名 

（うちＲ３年対象者：８名） 

参加者：１,６５０名 

（うちＲ３年対象者：５名） 

令和４年度案内者 

２,５０５名 

※R4.1.11 現在住基 

午前の部：９５１名(うち R3：3 名) 午前の部：８３２名(うち R3：1 名) 

午後の部：９２２名(うち R3：5 名) 午後の部：８１８名(うち R3：4 名) 

         

３ 二十歳の祝賀式実行委員会 

（１）実行委員９名 
（２）内訳   ①社会人    ・・・２名（山形市職員） 
        ②市内大学推薦 ・・・７名（学生） 
 

４ 運営協力 

（１）手話通訳（山形市身体障がい者福祉協会） ２名 
（２）雑踏警戒 山形警察署         １０名 
 

５ 二十歳の祝賀式テーマ 

テーマ  New Phase    
 ≪テーマに込める想い≫私たちはたくさんの人と出会い、支えられながら経験を積んできた。そして、

二十歳という節目を迎えた。これまでの積み重ねを大切にし、これからの人

生を自分らしく輝くものにしたい。仲間とともに New Phase へ 
 

資料２ 
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６ ライブ配信 
式典に参加できない方に「山形市公式 YouTube チャンネル」で式典の様子をライブ配信した。 

 

７ 記念品及びパンフレットゲスト 

（１）記念品 

郷土への愛着を深めていただくため、本市の伝統工芸産業品を贈った。 

・平清水焼グラス 

（２）パンフレットゲスト 

   お祝い寄稿文 作家：長岡弘樹 氏 

 

８ 参加登録者 
参加者等と個々の連絡を行うため、市のホームページを活用した事前登録制とした。 
登録機関は令和５年２月１日（水）～令和５年４月２０日（木） 

 

９ 式典概要 

司 会  二十歳の祝賀式実行委員 

（１）開式のことば   （二十歳の祝賀式実行委員） 

（２）国歌斉唱       

（３）山形市民の歌斉唱   

（４）お祝いのことば （山形市長） 

（５）励ましのことば （山形市議会代表） 
（６）二十歳の決意   （二十歳の祝賀式実行委員） 
（７）閉式のことば  （二十歳の祝賀式実行委員） 

   

１０ 次期開催に係るアンケート実施結果【参考】 

  対象者：令和５年二十歳の祝賀式登録者 １，９６６名（２０歳の方） 

 （１）式典の開催時期について 

項目（１月 or４-５月） 回答件数 割合（％） 

どちらでもいい ９００ ４５．８ 

成人の日に合わせた時期 ６０２ ３０．６ 

春の大型連休に合わせた時期 ４５４ ２３．１ 

その他の期間 １０  ０．５ 

 （２） 式典の開催場所について 

項目（スポセン or ビッグウイング） 回答件数 割合（％） 

どちらでもいい １，２０６ ６１．３ 

山形市総合スポーツセンター ５５２ ２８．１ 

山形ビッグウイング １８８ ９．６ 

上記以外の場所 ２０  １．０ 
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令和４年度社会教育事業の実施状況について 
 

１ 公民館の事業 

(1) 公民館設置数 ８館 

 

(2) 公民館における社会教育事業について 

社会の変化にあわせて、「個人の要望」と「社会の要請」のバランスのとれた学習機会を提供す

るために、行政各機関、社会教育関係団体、NPO 法人、大学等との連携・協力関係を構築し、全市

民を対象に社会的要請学習を展開した。ボランティア団体、大学等の高等教育機関との連携・協力

関係を構築し、全市民を対象に社会的要請学習を展開した。 

また、公民館が立地する地域との日常的な関わりを重視し、「ふれあい交流」、「地域と共に考え

るまちづくり」をテーマに、それぞれの地域の課題や実情を踏まえ、地域との協力のもと、独自の

企画・運営による地域づくり学習を各公民館において展開した。 

なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、中止した事業があった。 

 

(3) 公民館事業の実施状況 

①-1 社会的要請学習 事業実績 

学習テーマ 担当公民館 
事 業 数 

（事業） 

講 座 数 

（回） 

延べ参加者数     

（人） 

ＩＣＴ 

役立つＩＣＴ活用術 
全公民館 １２ ７３ ８７８ 

ライフデザイン 
自分らしく 今を楽しむ 生活術 

中央公民館 
西部公民館 

４ ７ １４２ 

環境・エネルギー 
行って見て聴いて実践エコライフ 

東部公民館 
元木公民館 

６ ６ ５８ 

健康づくり 
わたしと家族の健康生活 

南部公民館 
江南公民館 

５ ６ １１５ 

防災・防犯 
防災・防犯テクニック術 

北部公民館 
霞城公民館 

５ ７ ９６ 

若者支援 

リア塾 

社会教育青少年課 

全 公 民 館 
１ ８ ６９ 

子ども支援 

体験子ども教室 

社会教育青少年課 

全 公 民 館 
１１ ３２ ６９８ 

合  計 ４４ １３９ ２,０５６ 

 

  ①-2 社会的要請学習 事業評価 

◆ 客観的評価（参加者ｱﾝｹｰﾄ） 

  

  

 

 

 

 

 

       

◆ 個別評価（担当職員所見）  

  

  

 

 

 

 

 

        

資料３－１ 
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②-1 地域づくり学習 事業実績 

公民館 
地域住民のふれあい交流の促進 地域と共に考 

えるまちづくり 

ホ ー ル ・ 
ギャラリー 

事業 
合計 

子育て支援 子ども育成 若者支援 
まるごと
やまがた その他 

中央 

事業数(事業) 0 4 1 4 4 3 6 22 

講座数（回） 0 5 1 4 5 25 13 53 

参加者数（人） 0 122 11 119 227 551 2,277 3,307 

東部 

事業数(事業) 1 2 1 2 5 2 - 13 

講座数（回） 1 5 1 6 13 22 - 48 

参加者数（人） 22 84 55 76 967 214 - 1,418 

西部 

事業数(事業) 1 2 1 2 6 3 - 15 

講座数（回） 1 7 2 6 9 50 - 75 

参加者数（人） 14 61 6 173 146 820 - 1,220 

南部 

事業数(事業) 1 2 0 2 7 2 - 14 

講座数（回） 1 6 0 3 31 4 - 45 

参加者数（人） 21 112 0 39 3,258 157 - 3,587 

北部 

事業数(事業) 1 2 1 4 5 3 - 16 

講座数（回） 2 9 1 7 7 6 - 32 

参加者数（人） 44 210 11 98 229 285 - 877 

江南 

事業数(事業) 2 2 1 1 6 3 - 15 

講座数（回） 3 7 3 1 14 53 - 81 

参加者数（人） 42 104 27 8 559 818 - 1,558 

霞城 

事業数(事業) 1 5 1 4 10 1 - 22 

講座数（回） 1 13 1 4 20 1 - 40 

参加者数（人） 18 258 25 90 553 48 - 992 

元木 

事業数(事業) 3 6 1 3 9 1 - 23 

講座数（回） 3 6 1 3 65 1 - 79 

参加者数（人） 51 154 12 28 1,084 88 - 1,417 

合計 

事業数(事業) 10 25 7 22 52 18 6 140 

講座数（回） 12 58 10 34 164 162 13 453 

参加者数（人） 212 1105 147 631 7,023 2,981 2,277 14,376 

 

②-2 地域づくり学習 事業評価 

◆ 客観的評価（参加者ｱﾝｹｰﾄ） 

 

 

 

 

 

 

       

 

◆ 個別評価（担当職員所見） 
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③ 対象別事業実績 

区 分 

地域づくり学習 
社会的要請学習 合  計 

主 催 事 業 共 催 事 業 
事業数 
（事業）

講座数 
（回） 

参加者数 
（人） 

事業数 
（事業）

講座数 
（回） 

参加者数 
（人） 

事業数 
（事業）

講座数 
（回） 

参加者数 
（人） 

事業数 
（事業）

講座数 
（回） 

参加者数 
（人） 

少 年 14 40 639 4 7 196 9 27 612 27 74 1,447 

青 年 6 9 92 0 0 0 1 8 69 7 17 161 

成 人 39 70 883 20 46 1,254 25 65 905 84 181 3,042 

高 齢 者 5 43 587 12 179 2,796 3 30 337 20 252 3,720 

親 子 15 16 627 3 8 193 5 8 118 23 32 938 

そ の 他 8 11 1,985 14 24 5,124 1 1 15 23 36 7,124 

合  計 87 189 4,813 53 264 9,563 44 139 2,056 184 592 16,432 

 

(4) 公民館利用者数の推移   単位（人） 

 

２ 社会教育青少年課の事業 

  

(1) コミュニティ・スクール（学校運営協議会）の導入と地域学校協働活動の実施状況について 

  資料 3-2(1)のとおり 

 

(2) 放課後子ども教室推進事業 

「新・放課後子ども総合プラン」に基づき、放課後や土曜日に、小学校の余裕教室などを活用

し、子どもの安全安心な活動場所を提供するとともに、学習活動や集団での遊びのほか、価値あ

る体験活動や豊かなかかわりあいを通じて、子どもの自主性を培い社会性を育むことを目的に、

平成１９年度からモデル校として第一小学校と東小学校、平成２０年度から大曽根小学校で放課

後子ども教室を実施している。第一小学校と東小学校の放課後子ども教室は、新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため、令和３・４年度は学校との協議により開催を中止している。 

なお、市内全小学校全児童を対象とした放課後子ども教室が求められていることから、令和４

度で一小、東小の放課後子ども教室を終了した。 

 

 ≪事業実績≫（令和５年３月末現在） 

実施場所名 開催曜日 登録児童数（人） 開催日数（日） 延べ参加者数（人） 

大曽根小学校 月～金 ２１ １６３ ２，２０５ 

一小 

東小 
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、学校との協議により中止 

 

利用種別 30 年度 令和元年度 2 年度 3 年度 4 年度 

公民館事業参加者 35,443 35,517 5,757 9,150 16,432 

貸 館 利 用 者 319,690 314,592 140,773 144,424 179,024 

合   計 355,133 350,109 146,530 153,574 195,456 
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コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の導入と 

地域学校協働活動の実施状況について 
 

１ 学校運営協議会の設置状況  ※令和４年度に全小中学校(５１校)で設置済み 

   〇令和２年度（３校） H30〜R1 研究委嘱校に正式に設置 

九小、⻄⼭形小、蔵王⼀中 

〇令和３年度（３２校） 学校評議員制度導入校を中心に移行 

大曽根小、五小、村木沢小、東沢小、南⼭形小、蔵王三小・二中、桜田小、みはらしの丘小、三
小、⼭寺小・中、東小、八小、高瀬小、二小、鈴川小、六中、⼀小、明治小、金井小、⼀中、六
小、二中、大郷小、蔵王二小、四小、九中、楯⼭小、南小、十中、宮浦小 

〇令和４年度（１６校） 

七小、十小、⻄小、千歳小、出⽻小、滝⼭小、南沼原小、蔵王⼀小、本沢小、 

三中、四中、五中、七中、八中、金井中、高楯中 

 

 ２ 地域学校協働活動の実施状況 ※３１校に地域学校協働活動推進員を配置 

   ⅰ．地域学校協働活動推進員の配置状況   

    ⼀小、二小、三小、四小、五小、七小、八小、九小、十小、⻄小、東小、千歳小、金井小、 

    明治小、高瀬小、⼭寺小、滝⼭小、桜田小、蔵王⼀小、蔵王三小、南⼭形小、みはらしの丘小、 

    ⻄⼭形小、村木沢小、大曽根小、⼀中、七中、金井中、高楯中、⼭寺小・中、蔵王三小・二中 

     

   ⅱ．主な取組 

 〜各学校共通〜 

 ・社会科や⽣活科、総合的な学習の時間（産業、⾃然、歴史、⺠俗芸能、環境、など）の学習
における地域住⺠による授業補助 

  ・読み聞かせ 

  ・登下校の見守り 

  ・環境整備 

〜各学校における主な取組事例〜 

・夏休み作品発送作業、いちサポキッズの活動（地区作品展での受付、地元商店街への絵画    
 提供）〈⼀小〉 

・紅花の学習（調べ学習、ピラフ作り）〈千歳小〉 

・紅花の学習（栽培、紅花染め、コサージュづくり）〈⼭寺小〉 

・ミシンの学習（家庭科）における地域住⺠による授業補助、教職員研修〈高瀬小〉 

・キノコの菌打ち〈蔵王⼀小〉 

・⾨松づくり〈⻄⼭形小〉 

・味噌づくり〈大曽根小〉 

・体⼒別遠⾜、雪はきボランティア〈⼀中〉 

・学校運営協議会委員による授業参観・交流〈高楯中〉 

・職場体験学習〈金井中〉 

資料３－２（１） 
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〜学校運営協議会から地域学校協働活動の実施につながった事例〜 

   ・ミシンの学習（家庭科）における地域住⺠による授業補助〈高瀬小〉 

・体⼒別遠⾜〈⼀中〉 

 

   ⅲ．「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進」に向けた教育委員会の取組 

   ・教職員を対象とした「地域とともにある学校づくり研修会」の開催（８/２ 令和２年度よ
り実施） 

   ・地域学校協働活動推進員及び学校運営協議会委員を対象とした「地域と学校の連携・協働研
修会」の開催（１１/８ 令和３年度より実施） 

   ・教職員や地域住⺠等を対象にした出前講座の実施（小中学校１０回、その他関係団体２回） 

   ・各学校の取組みの視察・取材の実施（９回）と、地協ニュース「ときたまご」による情報提
供（Ｒ４よりホームぺージへ掲載） 

   ・地域学校協働活動推進員情報交換会の実施（９/２２、２/２２） 

   ・各学校の学校運営協議会立ち上げ時の教職員及び委員に対する概要説明 

   ・地域学校協働活動推進員委嘱時の推進員に対する活動内容説明 

   ・⼭形市ホームページへの概要掲載（８⽉〜） 

   ・村⼭地区社会教育推進協議会研修会（９/２８）や⼭形県社会教育研究大会（１０/２１）で
の事例発表 

   ・市役所エントランスホールでのパネル展示（３/２２〜３/２４） 
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令和5年度

R2 R3 R4 女 男 総計 一般 教員 総計 委嘱済 委嘱日

1 山形市立第一小学校 ○ R3.10.1 2 7 9 8 1 9 ● R5.4.1
2 山形市立第二小学校 ○ R3.7.1 2 8 10 10 10 ● R5.4.1
3 山形市立第三小学校 ○ R3.7.1 3 7 10 10 10 ● R4.10.1
4 山形市立第四小学校 ○ R4.2.1 2 8 10 10 10 ● R5.4.1
5 山形市立第五小学校 ○ R3.4.1 2 7 9 8 1 9 ▲ R5.4.1
6 山形市立第六小学校 ○ R4.1.1 2 6 8 7 1 8
7 山形市立第七小学校 ○ R4.9.1 7 7 6 1 7 ● R4.10.1
8 山形市立第八小学校 ○ R3.4.1 2 7 9 8 1 9 ● R4.6.1
9 山形市立第九小学校 ○ R2.4.1 3 7 10 9 1 10 ● R5.4.1

10 山形市立第十小学校 ○ R4.6.1 1 9 10 9 1 10 ● R4.9.1
11 山形市立南小学校 ○ R4.2.1 2 8 10 10 10
12 山形市立西小学校 ○ R4.6.1 2 8 10 10 10 ● R4.11.1
13 山形市立東小学校 ○ R3.6.1 3 6 9 7 2 9 ● R5.4.1
14 山形市立鈴川小学校 ○ R3.9.1 3 7 10 10 10 ● R5.4.1
15 山形市立千歳小学校 ○ R4.4.1 3 7 10 10 10 ● R4.5.1
16 山形市立金井小学校 ○ R3.12.1 8 8 7 1 8 ● R5.4.1
17 山形市立大郷小学校 ○ R4.1.1 5 5 10 10 10
18 山形市立明治小学校 ○ R4.1.1 3 7 10 10 10 ● R5.4.1
19 山形市立出羽小学校 ○ R4.7.1 4 5 9 9 9
20 山形市立楯山小学校 ○ R4.2.1 3 7 10 9 1 10
21 山形市立高瀬小学校 ○ R3.8.1 3 7 10 9 1 10 ● R5.4.1
22 山形市立山寺小学校 ○ R3.7.1 4 10 14 9 5 14 ● R5.4.1
23 山形市立東沢小学校 ○ R3.5.1 2 8 10 10 10
24 山形市立滝山小学校 ○ R4.7.1 1 9 10 10 10 ● R4.7.1
25 山形市立桜田小学校 ○ R3.5.1 1 9 10 9 1 10 ● R5.4.1
26 山形市立南沼原小学校 ○ R4.4.1 8 8 7 1 8
27 山形市立宮浦小学校 ○ R4.3.1 8 8 8 8
28 山形市立蔵王第一小学校 ○ R4.9.1 2 7 9 9 9 ● R4.9.1
29 山形市立蔵王第二小学校 ○ R4.2.1 2 6 8 8 8
30 山形市立蔵王第三小学校 ○ R3.4.1 5 12 17 14 3 17 ● R5.4.1
31 山形市立南山形小学校 ○ R3.4.1 2 7 9 8 1 9 ● R5.4.1
32 山形市立みはらしの丘小学校 ○ R3.7.1 1 8 9 8 1 9 ● R5.4.1
33 山形市立本沢小学校 ○ R4.7.1 2 7 9 9 9
34 山形市立西山形小学校 ○ R2.4.1 1 9 10 10 10 ● R5.4.1
35 山形市立村木沢小学校 ○ R3.4.1 2 7 9 9 9 ● R5.4.1
36 山形市立大曽根小学校 ○ R3.4.1 2 6 8 7 1 8 ● R5.4.1
1 山形市立第一中学校 ○ R4.2.1 3 8 11 11 11 ● R4.6.1
2 山形市立第二中学校 ○ R4.2.1 2 7 9 9 9
3 山形市立第三中学校 ○ R4.4.1 2 12 14 9 5 14
4 山形市立第四中学校 ○ R4.9.1 9 9 5 4 9
5 山形市立第五中学校 ○ R4.7.1 2 12 14 10 4 14
6 山形市立第六中学校 ○ R3.9.1 1 10 11 11 11
7 山形市立第七中学校 ○ R4.6.1 2 5 7 7 7 ● R4.10.1
8 山形市立第八中学校 ○ R4.9.1 2 13 15 15 15 ● R5.4.1
9 山形市立第九中学校 ○ R4.2.1 1 12 13 13 13

10 山形市立第十中学校 ○ R4.3.1 6 6 5 1 6
11 山形市立金井中学校 ○ R4.5.1 4 8 12 12 12
12 山形市立高楯中学校 ○ R4.7.1 3 7 10 9 1 10 ● R4.7.1
13 山形市立山寺中学校 ○ R3.7.1 ▲ R5.4.1
14 山形市立蔵王第一中学校 ○ R2.4.1 3 9 12 12 12
15 山形市立蔵王第二中学校 ○ R3.4.1 ▲ R5.4.1

3 32 16 51 校 102 387 489 449 40 489 29 人 32 校

山寺小学校と一緒

蔵王第三小学校と一緒

合計

※小中併設校（山寺小・中学校、蔵王三小・二中）は、学校運営協議会を１協議会、地域学校協働活動推進員の配置を１名としている。

山形市立小中学校  学校運営協議会・地域学校協働活動推進員 令和5年5月1日現在

No. 学校名

学 校 運 営 協 議 会
地協推進員

設置年度
設置年月日

男女別集計 職業別集計

資料３−２（２）

一中と
同一人物

山寺小と
同一人物

蔵王三小と
同一人物
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令和５年度の社会教育事業の計画について 

 

１ 公民館事業における主要な取り組み 

 

（１）高校生等へのアプローチによる若者支援事業の充実と公民館利用者増への取り組み強化 

  ➀ボランティア等関係団体の活動支援【拡充】 

令和４年度に強化して取り組んだ青少年ボランティア関係団体との連携を広げ、山

形市の青少年にボランティアの活動機会を拡大する。 

  ・青少年ボランティアの活動支援       

  ・ボランティア参加機会の提供 

   ➡各ボランティア団体等と連携し公民館事業等への参画について調整を行う。 

（Ｒ５取組予定） 

山大ボランティアサークル「ふれあい広場ビッキの会」 

➡ 子ども支援事業「ビッキの会」での講師依頼 

山形北高「ボランティアエンジェル」 

➡ 子ども支援事業「春休み・夏休み学習会」（年間５回）への派遣依頼 

惺山高校「ＳＥＩＺＡＮみらいプロジェクト」 

山形南高「Ｔｏｕｇｈ」 

➡ 高齢者対象の「ＩＣＴ講座」やこども対象事業への補助講師（サポート）依頼 

②若者支援 「まちなかサードプレイス」【新規】 

若者支援事業として、中央公民館をサードプレイスとし、自己実現や多様な交流活

動により成長し、将来の地域づくりに参画する人材の育成を図っていく。 

また、学習コーナーでの利用が多い高校生に、様々な目的で公民館を利用する機会

をつくることで、若い世代にとっても公民館が生活の身近な施設となり、生涯にわた

り学びや交流の拠点となるよう仕掛けていく。 

・若者支援事業 「まちなかサードプレイス」の実施 

・高校生の意見を反映した若者の公民館利用促進の強化 

  

   【まちなかサードプレイス 令和５年度企画内容（案）】 

企画名 目的 内容 

まちなか文化祭 

・9 月 2 日、3 日実施 

・中央公民館 

・様々な高校の生徒が企画・運営を通して

輪を広げる 

・1 人ではできないような「やってみたい

こと」を大人と共に実現する。 

・中央公民館リニューアルを高校生に知っ

てもらい、今後の利用拡大につなげる 

・高校生をまちなかに集めることでにぎわ

いを創出する 

・文化祭の実施等 

（お化け屋敷等企

画、ホールでの音楽

祭） 

選挙に対する意識改革 

・9 月 2 日、3 日実施 

・中央公民館 

・選挙について楽しく知ってもらう ・投票体験 

・ラジオでのＰＲ等 

産業祭 

・9 月 2 日、3 日実施 

・中央公民館 

・山形で働きたいと思う人を増やす ・企業紹介 等 

 

 

 

  

資料４ 
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（２）講座等へのＷＥＢによる講座申込みの拡充 

➀公民館講座等へのＷＥＢによる参加申込方法の導入【新規】 

令和４年度に試験的に実施した市ホームページを活用した公民館講座のＷＥＢ申込

について、子ども対象や親子対象事業等を中心に、スマートフォン等でいつでもどこ

でもＷＥＢで参加申し込みができる講座を増やしていく。  

 ・ＷＥＢ申込が有効な講座の検討 

 ・ＷＥＢ申込が可能な講座の拡大 

 

【令和５年度 社会的要請学習 年間事業計画集計表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和５年度 地域づくり学習 年間事業計画集計表】 

公民館 
地域住民のふれあい交流の促進 地域と共に考 

えるまちづくり 

中央 

ﾎｰﾙ等 
合計 

子育て支援 子ども育成 若者支援 まるごとやまがた その他 

中央 
事業数 0 2 1 2 7 4 7 23 

講座数 0 3 1 4 11 6 19 44 

東部 
事業数 1 3 1 2 4 2 - 13 

講座数 1 6 1 4 10 22 - 44 

西部 
事業数 2 2 2 2 8 3 - 19 

講座数 7 4 3 5 12 49 - 80 

南部 
事業数 1 2 1 2 10 3 - 19 

講座数 3 6 1 4 14 29 - 57 

北部 
事業数 1 2 1 4 7 4 - 19 

講座数 2 9 1 7 10 7 - 36 

江南 
事業数 2 3 1 1 5 3 - 15 

講座数 4 13 3 2 12 55 - 89 

霞城 
事業数 1 4 1 5 14 1 - 26 

講座数 1 14 1 8 23 1 - 48 

元木 
事業数 2 5 1 4 10 1 - 23 

講座数 3 6 3 4 53 1 - 70 

合計 
事業数 10 23 9 22 65 21 7 157 

講座数 21 61 14 38 145 170 19 468 

Ｒ４ 

計画 

事業数 11 22 8 24 62 20 6 153 

講座数 19 65 11 37 163 171 9 475 

前年

度比 

事業数 -1 1 1 -2 3 1 1 4 

講座数 2 -4 3 1 -18 -1 10 -7 

学 習 テ ー マ  担当公民館 事 業 数 講 座 数 

ＩＣＴ  役立つＩＣＴ活用術 全公民館 １１ ６５ 

ライフデザイン 

自分らしく今を楽しむ生活術 
西部・北部 ４ ８ 

環境・エネルギー 

行って見て聴いて実践エコライフ 
中央・元木 ４ ６ 

健康づくり  わたしと家族の健康生活 東部・江南 ４ ８ 

防災・防犯  防災・防犯テクニック術 南部・霞城 ５ ８ 

若者支援事業  まちなかサードプレイス 
社会教育青少年課 

中央 
１ ６ 

子ども支援  体験子ども教室 
社会教育青少年課 

全公民館 
１１ ２８ 

合    計 ４０ １２９ 

令和４年度 計画 ４３ １３６ 

前 年 度 比 －３ －７ 
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２ 社会教育青少年課における主要な取り組み 

(1) 学校運営協議会事業（予算額 4,106 千円）、地域学校協働活動事業（予算額：2,884 千円）   

山形市では学校運営協議会と地域学校協働活動を「一つの取組」として捉え、コミュニテ

ィ・スクールと地域学校協働活動を一体的に推進し、「地域とともにある学校づくり」と「学

校を核とした地域づくり」を併せて実現する。 
・学校運営協議会委員の任命 
・地域学校協働活動推進員の委嘱と全校配置（令和５年５月１日時点で３２校に配置） 
・教職員を対象とした「地域とともにある学校づくり研修会」の開催（8/1 予定） 

・地域学校協働活動推進員及び学校運営協議会委員を対象とした「地域と学校の連携・協

働研修会」の開催（11/9 予定） 

・教職員や地域住民等を対象にした出前講座の実施 

・各学校の取組みの視察・取材の実施と、地協ニュース「ときたまご」による情報提供 

・地域学校協働活動推進員情報交換会の実施（5/26、9/22、2/22 予定） 

・地域学校協働活動推進員委嘱時の推進員に対する活動内容説明 

・山形市ホームページへの概要掲載 

 

(2) 放課後子ども教室推進事業（予算額：3,528 千円） 

放課後子ども教室とは、放課後や週末等において､学校の余裕教室等を活用して全ての子ど

もたちの安全･安心な活動場所を確保し､地域と学校が連携･協働して学習や様々な体験･交流

活動の機会を定期的･継続的に提供する放課後等支援活動である。 

①大曽根小放課後子ども教室 

・1～4 年生の全児童を対象に 4/20 から実施。年間 165 日実施予定。 

・保護者との情報交換 

・令和６年度新入学児童保護者への説明 

②行政主体型放課後子ども教室 

・公民館やコミュニティセンターを会場に、市内全学校全児童を対象に 6/10 から 8回実施

予定。 

〈前期内容〉 

６月１０日（土） 江南公民館         「手・指で描く紅花アート」 

７月 １日（土） 南山形コミュニティセンター 「キッズ囲碁教室」 

７月２８日（金） 明治コミュニティセンター  「ワロックで遊ぼう」 

８月 ４日（金） 鈴川コミュニティセンター  「スクラッチＡＩプログラミング」 

③放課後子どもプラン運営委員会の開催（R6.2 月予定） 
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